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1 は じ め に

近年,水田や畑地の大区画圃場整備が進むにつれて,法
面も高低差が大きくなり,傾斜もきつくなる傾向にある。
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=畿
れ,地表面を低 く密に覆う植物のことであるが,こ れを水
田や畑地の畦畔・法面に植栽することにより,土壊浸食の
防止,雑草抑制等の環境保全機能が期待されている1)。

しかしながら,多種類にわたるグラウンドカバープラン
ツについて,地域への適応性や栽培上の特性等は明らかに
されていない。
そこで,畑地法面において,県北地域の気象条件に適合

し早期被覆効果が期待でき,さ らに景観形成能力の高いグ
ラウンドカバープランッの選定を行うとともに,それらの

表 , グランドカバープランツの生育と法面被覆率
(定植 2年目 :1997年)

品目・
科 名
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オオキンケイギク  キク
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適正植栽密度と苗経費について検討した。

2試 験 方 法

0)試験場所
岩手県農業研究センター県北農業研究所 (標高240m)

畑地ほ場法面 :傾斜度約40度 ,法面高さ 5～35m,平均
約23m,れき質褐色森林土切り土畦畔 。法面
(2)供試品目。品種 :表 1,2,3の とおり計56種類
(3)植栽方法・ 規模

979  650  263  157  173  100

8月 1～ 2日乱 植戯間罷 Ocm× 20cll

の千鳥植え。植付株数25株/ピ。 1品
種1511～ 21Xlポ ット。
5月 28日～6月 2日定稲らm5m
×25mの格子植え。植付株数10杉/醜
1品種50ボ ット供説
5月 21～26日定諦島 稲暉滉調譲Ocm× 311cm

の格子植え。植付株数11株/nf。 1品
種50ボ ット,コ ニファー類は10ボ ット。

購入したボットの大きさに合わせて植
え穴を掘り,粒状肥料を 5～ 6粒施用
(商品名パーディラージ :成分量 ;窒
素―リン酸―加里 :10-10-10)。 コ
ニファー類は10粒施用。

②施  肥 :春肥は4月 中下旬に粒状肥料を50g/醜
夏肥は8月 中下旬に春肥と同量施用。

③除草管理 :4月 ,6月 ,9月 の 3回,入力抜き取り。

表2 グラウンドカバープランツの生育と法面被覆率
(定植 2年目 :1998年)

アカンサス      キッネノゴマ  820 297 227 157 267  10
アルメリア     イツマツ    960 107 233 150 167  61

①1996年定植

②1997年定植

③1998年定植

に)耕種概要
①定   植

8群;,2・
…
1:,ァプー辮…樹…辮…器…辟J器

シッ 825 213 277 125 163 1111
952   70  107  100  100   30タマリュウ    ユリ

トコナデシヨ    ナデシヨ    916 400 27 127  73  90
づ載 rψ (1,1′ァツイフ …pl… ■…■_■ ……■… Q′(― ペナ・テネラ  クマツプラ   523  -   ―   ―   ―   o
ヒベリカム・カリンナムォトギリン
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ト オトギリツ
' 980 383327 150 163 100ピンカ・ミノール  キョゥチクト, 271  183 230 153 157  10

0(′″11′ :11■ 121タ ト2_鉾101■ _■Q■■ 1■ _W
ヘデラ.ヘリッタス  ,コ ギ    295 137 683 140 160  611

872 227 260 127 157 101

0タイム

813  280  357  173  190   60

93 1 98 620 140 160 11Xl

― ― ― ― -0
948120 177 113 177 80

*1 地上部幅 :株の最長展開枝条長 (左右又は上下方
向の合計値)

*2 地下部幅 :株の最長展開根長 (左右又は上下方向
の合計値)

備考 定植時期 :1996年 8月 1～ 2日 ,生存株率調査 :

1997年 4月 22日 ,生育調査 :1997年 6

月6日

量墨≧ 科名零お濫)牡諏(Ъ 瓶お湖あ

0イ プキジャコウツウ シッ

ヒメシャガ     アヤメ
フッキッウ    ッゲ

940 190400 123 173 90
ヘメロカリス   ユリ

0ボ ンテンチラ   バラ

リシマキア     サタラツウ

0リ ュウノヒゲ  ユリ

0マツ′(ギタ    スベリヒユ  880 117 413 160 153  90
洲傷,両ぅ羊;′ ……器…猾―綿―梯…群 ;:―

ジャーマンアイリス  アヤメ      1000 407 320  140  407  20

徹 フロックス  ハナシノブ  840 517220 163 263 10
セダム・コーラルカーペト ベンケインウ 1∞ 0 80 270  87 213 85
ハナニラ      ユ,       80                   o
ヒマラヤユキ′シタ ユキノンタ   1000 270 383 203 247  80

160  273 350  193  283   10

llX10 203 223 157 253 70
メ|シコマンネングサ ベンケイソウ  1∞ 0  73 277 100 233  90
備考 定植時期 :1997年 5月 28日～ 6月 2日 ,生存株率調

査 :1998年 4月 21日 ,生育調査 :19∞年 8月 19日
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表 3 グラウンドカバープランツの生育と法面被覆率

(定植 2年目 :1999年)

品目
科 名

品種名 (%)(側 )(m)(cm)(響 )(%)

表4 有望グラウンドカバープランツの 2年目におけ

る地下部増加率と苗経費の試算

品目・品種名 サイスA)(3) 3/勝  栽密度 戦

カムロザサ       イネ         1000 160  320   9 5  230   30

キンロパイ   バラ    llX 0 380 330 100 250 75

0エ プツチチログサ キク

オロンマチク    イネ

ログマザサ     イネ
0チシマタンポボ  キク

チゴザサ      イネ

1000 50300120330 85
llX10 80 280 130 270 30

llX10 120 190 120 490 30
llX10 35 505 120 385 100
1∞ 0140 245 170 170 25

ア タトセカ  キク  00-― ― ― ―

イベリス アプラナ       980 140  295  130  260   65
エプノチチコグサ

オオキンケイギク.ヮ ーク  105   237    226     16     110   1,760

105 157 150  16  110 1,760
105  153  146   6  150  901
90  117  130  25   70  1,750
90    163    181     11     200    2,200

00 385  428  6  130  780
しベリカム.ι デコート  105   163   155   11    140   1,540

ビンカ・マジョール  90 113 126  16  130 2,080
90 160 178  6  120  720
90 153 170  11  90  990

ギボウシ

ヨトネアスター

シバザクラ

タイム

チシマタンポボ

ポンテンチラ
マツパギク

_り 11`了 i乞 _ニネ___1∞ :Q lll'■ _“.Q20■ _lQ
ヒメナデンコ    ナデシヨ     987  45 230  95 235  70
プラティア・アベルラ  キキョウ     300  35 395  105 395   10
プラティア・アングラタ キキョウ      100  45 383  55 383   5

_itiZiず F…  /1____ 001Q _ _… …_…  …… …――――-19
(,二 ,7-ビャタシン動
グラクカ ヒノキ       1000 130  420   ″     ″     50

ゴールドコースト   ヒノキ       1000 47 5  485   ″     ″     20

′ヽ一ハー′ヽ       ヒノキ       1000 21 5  624   ″     ″     20

`拒

lヂ
2L[チキーー:器:辮―辮―栞緒栞姜番~器

ブルー′ヾシフィック ヒノキ       1000 203  344   ″    ″    30

ラインゴールド ヒノキ  950320■ 7″  ″ 40
備考 定植時期 :1998年 5月 21日 ～26日 ,生存株率調査 :

1999年 9月 7日

3 試験結果及び考察

定植 2年 目における越冬後の生存株率や地上部幅,根長 ,

地下部幅等の生育調査を行った。また,被覆率の優れるも

のが畑地畦畔・法面における地表面保護,雑草抑制に適す

ると考え,有望なグラウンドカバープランツとして表 4の

とおり12種類を選択 した。

表 1の 1996年定植,1997年調査の中からは,ギボウシ
,

コトネアスター,シ バザクラ,タ イムヒペリカム・ ヒデコー

ト,ビ ンカ・マジョール,ポ テンチラ,マ ツバギク, リュ

ウノヒゲ,を選定 した。

ヒベリカム・ ヒデコー ト,コ トネアスターについては ,

草丈の伸びが優れているため,春先の枝条の切りつめが必

要となるが,低喬木であるので倒伏しない。コトネアスター

i:瞥[iκ瘍:]l協闊 雛 雛碁炉
墓な留脱 t2環磯電億宅1義ち,3政籍義箸農をi?
植えるか,定植3年目からは間引くことが必要となる。

トコナデンコについては地下部幅が劣ること,オ オキン

ケイギクについては倒伏が激しく景観性が劣り,ま た,夏

枯れも発生するので除外した。

特徴的なことは,水田畦畔に適 したグラウンドカバープ

ランツでポピュラーな種類であるアジュガは,畑地法面に

おいては耐乾燥性に劣り,畦畔・法面の上部から枯死 し
,

定植 3年 目には下部 3分の 1に しか生存しなかった。その

部分は,ほ場部分の水分の浸み出しがあるため生存してい

るものと考えられた。さらに,ヘメロカリスについては
,

開花期以降,花梗部分にアプラムシ類の多発が確認され.

リュウノヒゲ    90 177 197  25  80 2,lXlll
*1適正植栽密度 :定値2年目の地上部幅より被覆状況

を勘案し算出。
*2苗  経  費 :適正植栽密度株数×苗購入単価 (運

賃は含まず)

不適であった。

表 2の 1997年定植,1998年調査の中からは,オ オキンケ

イギク・ ドワーフを選定 した。これは,オ オキンケイギク

の中でも低草丈性であり,倒伏しがたい。また,イ プキジャ

ヨウソウについては適性に優れるが,タ イム (ヨ ウシュイ

ブキジャコウソウ)の名称で市販されているので,表 1の

タイムを代表とした。
ゼダムコーラルカーペット,メ キンコマンネングサは,

定植 2年 目の夏期時点では良好な生育を示したが,根長が
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.根長が短いことから地表面
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を算出した (表 4)。 これは,苗購入先からの距離の違い

により,ま た,購入数量 (ロ ット)により運賃が異なるの

で,運賃を除いた苗経費とした。

4 ま  と  め

象で 鮮 獲 肇

'I饉

あ7][東 ][
適応性並びに早期被覆能力に優れるものと判断された。さ

らに,12品 目・品種の被覆率等から適正植栽密度及びその

際の苗経費を示した。
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